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麻疹 過去10年間で最多のペース 
（産経新聞 R1.5.4） 

4月14日までに 405人 
 大阪 131人、三重 53人、 東京 47人、 
 愛知 32人、 神奈川 23人、兵庫 18人 



北九州市内で麻疹患者発生 R1.5.22 

門司区在住、２９歳（外国籍）、男性 
 
５月 ８日 海外より入国 
５月１６日 発熱（３９℃）、医療機関受診 
５月１７日 咳、鼻汁 
５月１９日 症状持続、発疹出現 
５月２１日 発熱（４０℃）、結膜充血、コプリック斑、医療機関再診、血液検査 
５月２２日 北九州保健環境研究所にて遺伝子検査、麻疹と判明 

（北九州市保健福祉局） 



（北九州市保健福祉局） 



（北九州市保健福祉局） 



（北九州市保健福祉局） 

空気感染 



（北九州市保健福祉局） 

保健福祉局からのお願い 



世界のはしか感染 前年の4倍 

西日本新聞 H31.4.17  

WHO 
・今年1～3月 世界の感染者数は、11万2163人 
・感染者の多い国；エチオピア、フィリピン、タイ、ウクライナ、など 



はしか 米で大流行 
朝日新聞 H31.4.11 

1月～4月10日 465人 
 特にニューヨークで、昨年10月～今年4月 285人 
            非常事態宣言 
 
ワクチン未接種者が多い（宗教的な理由？＝SNS） 



Measles case distribution by month and 
WHO Region (2015-2019) 
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Notes: Based on data received 2019-06 - Data Source: IVB Database - This is surveillance data, hence for the last month(s), the data may be incomplete. 
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Number of Reported Measles Cases 
(6M period) 

Top 10* 

Country Cases 

Madagascar 82585 

Ukraine 60972 

Philippines 25661 

India** 21914 

Nigeria 19780 

Kazakhstan 7336 

Brazil 6144 

Venezuela (Bolivarian Republic of) 5668 

Yemen 5643 

Myanmar 4663 

• Notes: Based on data received 2019-06 - Surveillance data from 2018-11 to 2019-04 - * Countries with highest number of cases for the period. **WHO classifies all suspected measles cases reported from India as measles clinically compatible if a specimen was 
not collected as per the algorithm for classification of suspected measles in the WHO VPD Surveillance Standards.  Thus numbers might be different between what WHO reports and what India reports.  

 

WHO 



Measles case distribution (WPR), 2015-
2019 
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Measles cases: Philippines 
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Philippines age distribution, vaccination status, and incidence, 2018-05 to 2019-04 
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Year Confirmed Cases 

2006 216 

2007 612 

2008 838 
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Measles cases: Japan 
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Japan age distribution, vaccination status, and incidence, 2018-05 to 2019-04 
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予防接種のお願い 

児童福祉施設等従事者には、3,400円の自己負担で助成 

（北九州市保健福祉局） 



麻疹の予防接種状況 

昭和52年以前（42歳以上）        定期接種は行われていないが、自然感染 
                         している人としていない人がいる 
 
昭和52年～平成2年（29歳～42歳）   定期接種になっていたが、1回のみの接種 
                         で、抗体の低い人がいる 
 
平成3年以降（29歳以下）         定期接種2回世代。しかし、接種していない 
                         人がいる          

（北九州市保健福祉局） 



保健福祉局からのお願い 

（北九州市保健福祉局） 



ワクチン接種歴を調べ不明な人はワクチン接種、特に、海外へ出かける人は、ワクチン接種を 
積極的に考える 

（北九州市保健福祉局） 



医療機関での麻疹対応ガイドライン （第6版：暫定改訂版） 
平成28年5月26日） 国立感染症研究所） 

平常時の対応：最も重要 
・職員・実習生は、麻疹罹患歴および記録に基づくワクチン接種歴を確認する 
・職員・実習生は、麻疹予防の観点から、必要回数である1歳以上で2回の麻疹含有ワクチン接種歴の記録 
 を本人と医療機関の双方で保管することを原則とする 
・麻疹罹患歴のある職員・実習生は、麻疹抗体価を測定し、罹患歴を検査により確認する 
・必要回数である1歳以上で2回の麻疹含有ワクチン接種歴が記録によって確認できない者、罹患歴を問わず 
 抗体を保有していない者には、麻疹含有ワクチンの接種を推奨する 

 

院内で麻疹（疑いを含む）患者発生時の対応 
・患者（疑いを含む）を個室管理体制とする 
・患者（疑いを含む）が職員・実習生の場合は、速やかに勤務（実習）を中止とする 
・院内での調査を開始し、麻疹ウイルスに暴露され、感染・発症する可能性のある患者（外来、入院）および付き 
 添い者、職員、実習生に対して発症予防策を迅速に検討する 
・麻疹と臨床診断した場合は、速やかに保健所に届け出を行うとともに、保健所を通じて地方衛生研究h祖に臨床 
 検体（EDTA血、咽頭ぬぐい液、尿の3点セット）を搬送する 
 



医療機関での麻疹対応ガイドライン （第6版：暫定改訂版） 
平成28年5月26日） 国立感染症研究所） 

外来での対応 
・麻疹の疑いのある患者を、速やかに誘導、個室管理体制とする 
・麻疹含有ワクチンの接種歴が1歳以上で2回記録で確認できた者、罹患歴ありを抗体で確認できた者が患者の 
 対応にあたる 
・患者に対応する場合は、必要な感染防御策を行う（特に麻疹抗体価や罹患歴不明な者が対応する場合） 
 

病棟での対応 
・麻疹の疑いのある患者は、個室管理が可能な病室に入院させる 
・入院中の患者が麻疹疑いと診断された場合は、速やかに個室管理体制とする 
・直ちに患者の行動調査を行い、発症1日前から患者が個室管理されるまでの感染可能期間に接触した者を把握 
 する 
・発症するリスクのある麻疹感受性（麻疹に対する免疫を保有していないあるいは不十分なもの）に対して発症予防 
 策を迅速に検討する 
・発症する可能性のある者（麻疹の潜伏期間中と考えられる者）は、麻疹感受性者とは接触しないようにする 

 

麻疹患者発生状況の継続的な把握と疫学調査 
・院内患者発生後1カ月は、麻疹患者の発生に十分注意し、上記の対応・調査を実施するとともに、患者（疑いを含む） 
 発生時は、迅速に対応する 





埼玉の男児 先天性風疹症候群 
（読売新聞 H31.2.1） 

・2014年以来 
・2012年～2013年の大流行、17,000人が感染→45人のCRS 
・2018年は2917人感染、2019年は1月20日までに 207人感染 

全国の風疹症例数 （国立感染症研究所、２０１９．５．２８）  

本年6月25日までに、1,793人感染 
 東京25人、神奈川7人、千葉5人、埼玉5人 



先天性風疹症候群 今年3例目 
 埼玉、東京、大阪    R1.6.21 読売新聞 



風疹 
（北九州市保健福祉局、R1.7.5) 



（北九州市保健福祉局） 



ワクチン接種していない人が多数存在 





（保科、北九州医報、第742号） 



 

40歳～47歳 

47歳～57歳 

（厚生労働省） 



 
40歳～47歳 47歳～57歳 

（厚生労働省） 



（北九州市保健福祉局） 



（北九州市保健福祉局） 



（北九州市保健福祉局） 



（厚生労働省） 



（北九州市保健福祉局） 

風疹抗体検査 



（北九州市保健福祉局） 

風疹抗体検査 



（北九州市保健福祉局） 

MRワクチン接種 



（北九州市保健福祉局） 

定期接種でない方々への抗体検査と予防接種 



（北九州市保健福祉局） 



（北九州市保健福祉局） 


